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現行

主要メーカー
物流拠点５７ヶ所

八王子
センター

板橋
センター

川口
センター

ビックカメラ
首都圏１６店舗

消費者

配送
工事
デポ

（現行の物流による課題）

・既存センターの在庫能力不足
・商品群毎の在庫管理
・首都圏店舗の代用倉庫化
・錯綜した輸送網
・店舗間振替輸送
・混雑する駅前店舗への貨物車両の乗り入れ など

計画

主要メーカー
物流拠点５７ヶ所

東松山センター
（特定流通業務施設）

配送
工事
デポ

ビックカメラ
首都圏１６店舗

消費者

（総合効率化計画による効果）

・商品の一括管理
・物流の最適、最小化
・店舗のウインドーショップ化
・混雑する駅前の交通渋滞緩和
・ＣＯ２削減（目標約２１％）

㈱ジェービーエス・㈱ビックカメラ
総合効率化計画の概要

消費者への消費者への
中継基地中継基地

板橋
センター
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飲料
ﾒｰｶｰ
工場

関東近郊
デポ
７箇所

千葉北
倉庫

現行 計画

得意先
出荷

飲料
ﾒｰｶｰ
工場

得意先

関東近郊
デポ
７箇所

デポ
（澁澤）

ｸﾛｽ
ﾄﾞｯｷﾝｸﾞ

工 場
近隣倉庫

+
デポ
（倉庫統合）

得意先

工 場
近隣倉庫
５箇所

①
②

①

②

②
ＸＤ

輸送時間短縮

③
ＸＤ

得意先
出荷

①
輸送距離短縮

②
見込み輸送

余剰分デポ間輸送

他社配送
センター

余剰分輸送

（課題）
・近隣倉庫を経由することによる非効率な輸配送
・見込み輸送による余剰分輸送
・定量輸送及び出荷量の変更による余剰分輸送

（計画の効果）
・近隣倉庫の新倉庫集約による輸送距離の短縮
・新倉庫の立地条件による輸送時間の短縮
・新倉庫増設によるクロスドッキング形式の輸配送
・ＣＯ2削減（目標約１７％）

解消

③
定量輸送

澁澤倉庫㈱・澁澤陸運㈱
総合効率化計画の概要

特定流通業務施設
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現行

（現行の物流による課題）

・大型車での搬入等に制限
・少ない保管スペース

計画

（総合効率化計画による効果）

・大型車での搬入可能
・保管スペース等の拡大
・荷さばきの合理化を図る設備及び情報処理システムの
活用による物流品質の改善
・ＣＯ２削減（目標約２９％）

東京団地倉庫㈱・櫻井倉庫㈱
総合効率化計画の概要

大井埠頭

東京流通センター内

特定流通業務施設
（東京団地倉庫C棟内）

大井埠頭
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現行

（現行の物流による課題）

・大型車での搬入等に制限
・点在する拠点

計画

（総合効率化計画による効果）

・大型車での搬入可能
・拠点の集約による輸送網の合理化
・共同配送による輸送の効率化
・荷さばきの合理化を図る設備及び情報処理システムの
活用による物流品質の改善
・ＣＯ２削減（目標約２１％）

東京団地倉庫㈱・矢倉倉庫㈱・大東倉庫㈱
総合効率化計画の概要

大井埠頭

①東海４丁目

②東海２丁目
京浜トラックターミナル

③平和島流通センター

大井埠頭

京浜トラックターミナル

特定流通業務施設
（東京団地倉庫C棟内）

４



現行

（現行の物流による課題）

・大型車での搬入等に制限
・点在する拠点

計画

東京団地倉庫㈱・醍醐倉庫㈱・醍醐運輸㈱
総合効率化計画の概要

大井埠頭

①城南島（倉庫施設）

②京浜島（倉庫施設）

③平和島５丁目
（倉庫施設）

特定流通業務施設
（東京団地倉庫C棟内）

大井埠頭

（総合効率化計画による効果）

・大型車での搬入可能
・拠点の集約による輸送網の合理化
・荷さばきの合理化を図る設備及び情報処理システムの
活用による物流品質の改善
・ＣＯ２削減（目標約２２％）

５



現行

（現行の物流による課題）

・仕入先からの輸送は、２カ所の物流拠点に別々に輸送
・物流拠点が狭隘なために、 ２拠点で商品群毎に在庫管理
・２拠点間を運行し、商品を揃えてから納品

計画

（総合効率化計画による効果）

・拠点の集約による輸送網の合理化
・商品の一括管理
・車両の大型化
・ＣＯ2削減（目標約３３％）

日本通運㈱・日本自動車ターミナル㈱
総合効率化計画の概要

松山

加賀

岐阜 美濃加茂

小牧

港南

東品川

①

①

②

③

③
⑤

④

現行

⑥

松山

加賀

岐阜 美濃加茂

小牧

京浜トラックターミナル
１５号棟

特定流通業務施設
①

②

③

④

⑤

計画

６



現行

（現行の物流による課題）

・オーバーフロー分を外部倉庫に保管
・納品にあたり流通加工のため外部倉庫から物流センター
へ横持ちが発生

計画

（総合効率化計画による効果）

・外部倉庫の解消
・横持ちの解消
・ＣＯ２削減（目標約５７％）

安田倉庫㈱・安田運輸㈱
総合効率化計画の概要

東京港

千葉県野田市

東京都江戸川区

①

②
③

④

⑤
⑥

① 横浜港②

③
④

神奈川県横浜市

特定流通業務施設

輸送網の合理化

７



現行

（現行の物流による課題）

・点在する物流拠点
・店舗地域・商品群毎の在庫管理
・錯綜した輸送網

計画

（総合効率化計画による効果）

・商品の一括管理
・輸送網の合理化
・積載率の向上
・ＣＯ２削減（目標約１８％）

㈱ヒューテックノオリン
総合効率化計画の概要

コープネット
桶川センター

コープネット
所沢センター

冷凍食品外注先
横浜南センター

デリカ外注先
物流センター

埼玉県・・店舗

茨城県・・店舗

栃木県・・店舗

群馬県・・店舗

東京都・・店舗

千葉県・・店舗

※①、②は弊社トラック輸送
※③～⑬は他社トラック輸送
※他、各センターへは生産業者
からの自社トラック輸送あり
（本事業計画外輸送）

①

②

③

④

⑤
⑥

⑦

⑧

⑨

⑩⑪

⑫⑬

埼玉県・・店舗

茨城県・・店舗

栃木県・・店舗

群馬県・・店舗

東京都・・店舗

千葉県・・店舗

※①は庫内移動
※②～⑦は弊社トラック輸送
※他、特定流通業務施設へは
生産業者からの自社トラッ
ク輸送あり
（本事業計画外輸送）

②

③

④

⑤

⑥

⑦

特定流通業務施設
（関東第２支店）

日本生協連

冷凍食品物流拠点

コープネット

越谷日配センター

①

日本生協連
冷凍食品物流センター
（弊社東京臨海支店）

８



現行

（現行の物流による課題）
・既存物流センターの保管量の限界

倉庫間移動の多発
在庫不足時のメーカーからの引取の多発
物流コストの増加

計画

（総合効率化計画による効果）
・湾岸物流センター（特定流通業務施設）の保管量拡大

倉庫間移動及びメーカーからの引取の減少
・立地条件による千葉方面への配送効率化
・物流コストの削減
・ＣＯ2削減（目標約２３％）

㈱第二西北紙流通デポ・㈱竹尾・宝運送㈱
総合効率化計画の概要

有明物流
センター

高島平物流
センター

他社倉庫

㈱竹尾
支店

仙台、名古屋、大阪、福岡

首都圏
届け先

メーカー

○総合効率化事業者
㈱竹尾（荷主）
㈱第二西北紙流通デポ（物流事業者）
宝運送㈱（物流事業者）
○取扱品目
紙、板紙、紙製品等

○事業の目標
点在する拠点在庫の集約による２大拠点（湾岸。高島平）化
新拠点保管能力アップによる輸送の効率化

コスト削減
環境負荷の低減

○特定流通業務施設の概要
（名称）㈱第二西北紙流通デポ
湾岸物流センター

（区分）営業倉庫
（所在地）東京都江東区若洲５９番２号

湾岸物流
センター

高島平物流
センター

他社倉庫

㈱竹尾
支店

仙台、名古屋、大阪、福岡

首都圏
届け先

メーカー

９



現状の物流

荷主様（物流加工、
出荷）

新潟/東港 倉庫1

倉庫２

倉庫３

センター、問屋

個人宅配

効率化後の物流

（保管、物流加工、
出荷）

新潟/東港

今回建設倉
庫

宅配業者

センター、問屋

個人宅配

新潟・東港に輸入された製品を海
上コンテナで弊社東港物流センター
（新潟県北蒲原郡聖籠町）、及び一
部オーバーフローした場合は弊社
白根共配センター（新潟県新潟市）、
弊社本社営業所（新潟県新潟市）へ
コンテナ輸送し保管しています。

各物流センターでは、保管している製品を荷主
様からの輸送指示により、そこから荷主様へト
ラック輸送をしています。

製品の出荷計画により、一部は全国の納品
先へ弊社によりトラックで輸送し、一部は宅配
商品として宅配業者が集荷し全国に宅配して
います。

宅配業者

東部運送（株） 総合効率化計画の概要

物流の拠点を集約することによりＣＯ２排出量を約３２％削減する計画

新潟・東港に輸入された製品を海上コンテナで今
回新設した弊社東港物流営業所へコンテナ輸送
し保管します。 保管していた製品は、荷主様の指示により物

流加工等をほどこし今回建設倉庫より、一部
は全国の納品先へトラックで輸送し、一部は
宅配商品として宅配業者が集荷し全国に宅
配します。

効率化

１０



特定流通業務施設の概要

＜施設概要＞
１．名称・所在地 東部運送株式会社 東港物流営業所

新潟県北蒲原郡聖籠町東港5丁目1923番地-1
(日本海東北自動車道聖籠新発田インターチェンジから約4.5㎞)

２．構造・規模 鉄骨造・1階建
延床面積6,949㎡，うち倉庫面積4.642㎡(1,406坪)

３．設備の特徴 電動式密集棚装置
４．情報システム概要 受発注管理システム、宅配着荷管理システム、

貨物保管場所管理システム、
データ交換システム、入出庫・在庫管理システム

５．竣工予定 ２００６年４月
６．業務内容 通関業務、倉庫業務、運送業務

完成予想図

荷主様
一時保管
施 設

新潟東港

東港国際
物流
センター

荷主様

本社倉庫

白根倉庫

特定流通業務施設

新潟東港

東港国際
物流
センター

荷主様

本社倉庫

白根倉庫

特定流通業務施設

効
率
化
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現行 計画① 計画②

各問屋から各店舗へ各々中型車輌で配送 物流センターを経由して各店舗へ配送 問屋の在庫機能を物流センターで吸収

年間ＣＯ2排出量 5,256t 年間ＣＯ2削減量 1,135t 年間ＣＯ2削減量 178t
削減率 約22% 削減率 約3%

問屋・メーカー

問屋・メーカー

問屋・メーカー

店舗
店舗

店舗

センター
センター

中越通運（株） 総合効率化計画の概要
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ALC

□外観

施設名称 ： 中越通運新潟ＡＬＣ
地名地番 ： 新潟市卸新町三丁目６３－１５

新潟卸団地内
主要用途 ： 配送センター・営業用倉庫
敷地面積 ： 8436.4㎡（2552.01坪）
構造 ： Ｓ造 ２階建（準耐火建築物）
建築面積 ： 4370.30㎡（1322.01坪）
床面積 ： １階 4472㎡（1352.87坪）（庇除く）

２階 3990㎡（1206.98坪）

□物流システム概要

1F
□入荷ﾗｲﾝ 5本
□ｽﾗｲﾄﾞｼｭｰｿｰﾀｰ Max.6,000cs/hr

[100m/min搬送]
□1次POR 24台

M2F
□ﾅﾛｰﾍﾞﾙﾄｿｰﾀｰ Max.3,100cs/hr
□2次配分間口 364間口

□出荷ﾗｲﾝ 11本+OFﾗｲﾝ1本

情報

□物流EDI整備

□施設概要

◆拠点立地
新潟ALC

特定流通業務施設
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矢崎総業から申請された流通業務総合効率化計画の概要矢崎総業から申請された流通業務総合効率化計画の概要

多頻度小口で納入先に配送している部品メーカーが、企業の壁を超えた共同配送、情報技術の
活用、流通加工の実現、モーダルシフト、ハイブリッド車の導入等により、高積載率で更なるジャス
トインタイムでの輸送を実現し、物流の効率化及び環境負荷の低減を図る。

・矢崎総業が物流拠点を整備し、部品メーカーの壁を越えた共同配送を実現

・積載率が低下することが多いジャストインタイムでの配送について、共同配送により積載率を向上

・整備した物流拠点から納入先への更なるジャストインタイムでの配送に対応すべく、ハイブリッド車を導入

・その他、モーダルシフトや流通加工の実現などを実施

田原物流
センター効率化納入先

納入先

物流拠点整備

納入先の生産ラインの情報を即時に把握

（荷主）矢崎総業 （物流事業者）翔運輸

部品メーカーＢ

部品メーカーＣ

部品メーカーＤ

部品メーカーＡ

・生産ラインの情報を即時に把握し、更
なるジャストインタイムでの配送を実現
・共同配送による高積載率の実現
・ハイブリッド車やモーダルシフトの導入

部品メーカーＢ

部品メーカーＣ

部品メーカーＤ

部品メーカーＡ
・各メーカーが多頻度小口配送を実施
・納入先周辺での交通渋滞の発生 等

大幅な物流の効率化とともに、ＣＯ２排出量にして約２４％削減を図り、環境負荷の低減を実現
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小牧物流
ｾﾝﾀｰ

岩倉物流
ｾﾝﾀｰ

大阪
物流ｾﾝﾀｰ

名取

仙台

宇都宮浦安

厚木
門真

広島

筑紫野

中部圏

Ａ社様・Ｂ社様 輸送形態

福岡
江別

札幌

坂出

草加

石岡

大口物流
ｾﾝﾀｰ

外注メーカー

【Ａ社様】

春日井工場

外注メーカー

【Ｂ社様】

御供所ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽｾﾝﾀｰ

大阪
物流ｾﾝﾀｰ

名取

仙台

宇都
宮

浦安
厚木

門真

広島

筑紫野

中部圏

総合効率化計画 Ａ社様・Ｂ社様

福岡
江別

札幌

坂出

草加

石岡

外注メーカー

【Ａ社様】

春日井工場

外注メーカー

【Ｂ社様】

現行 計画

福玉（株）・三ツ井運輸（株）による総合効率化計画

○Ａ社の製品は、全国配送と中部圏配送を分割し、愛知県内の２
拠点に入庫し、全国７拠点へトラック輸送を行っている。
○Ｂ社の製品は、工場での製造→物流センタ－を経由し、全国１０
拠点へトラック輸送を行っている。

○福玉（株）は、新たに特定流通業務施設を建設し、各物流セン
ターで扱っていた製品を一括管理。
○一貫輸送体制の確立により、車両台数の削減、輸送距離の短縮
を実現し、CO2削減を図るものである。

総合効率化

Ａ社（照明器具）・Ｂ社（換気扇）輸送形態 Ａ社（照明器具）・Ｂ社（換気扇）輸送形態
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中央精機豊田工場/愛知県豊田市

中央精機本社工場/愛知県安城市

海外工場 京都府乙訓郡大山崎町

大阪府豊能郡豊能町

滋賀県蒲生郡竜王町

静岡県裾野市

愛知県豊田市

愛知県豊橋市

三重県員弁郡員弁町

東京都羽村市

静岡県磐田市

静岡県湖西市

三重県鈴鹿市

福岡県鞍手郡鞍手町

埼玉県狭山市

茨城県太田市

岩手県胆沢郡金ヶ崎町

静岡県袋井市

岡山県倉敷市

愛知県海部郡飛島村

神奈川県相模原市

名古屋港

JRｺﾝﾃﾅ
豊田ﾓｼﾞｭｰﾙ工場
愛知県豊田市

ロジックス加工物流センター

従来の物流

（株）ロジックス・小出運送（株）による総合効率化計画
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中央精機豊田工場/愛知県豊田市

ロジックス新豊田物流センター

中央精機本社工場/愛知県安城市

他ﾒｰｶｰ

海外工場

集約

京都府乙訓郡大山崎町

大阪府豊能郡豊能町

滋賀県蒲生郡竜王町

静岡県裾野市

愛知県豊田市

愛知県豊橋市

三重県員弁郡員弁町

東京都羽村市

静岡県磐田市

静岡県湖西市

三重県鈴鹿市

福岡県鞍手郡鞍手町

埼玉県狭山市

茨城県太田市

岩手県胆沢郡金ヶ崎町

静岡県袋井市

岡山県倉敷市

愛知県海部郡飛島村

神奈川県相模原市

海外ﾒｰｶｰ

名古屋港

共同輸送

JRｺﾝﾃﾅ

ﾄﾗｯｸ

豊田ﾓｼﾞｭｰﾙ工場
愛知県豊田市

共同輸送 ﾄﾗｯｸ

提案　物流
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三菱倉庫（株）・菱倉運輸（株）による総合効率化計画概略図 （現行）

Ａ工場

D工場
F物流ｾﾝﾀｰ

E工場

は、工場と物流センター間輸送

は、集荷

は、路線ﾀｰﾐﾅﾙ間の幹線輸送

G物流センター

西日本地区
各県ターミナル
（北陸、愛知以西、
九州、沖縄）

別 紙

C工場
①

③

②

④

⑧集荷

⑦集荷

⑤

⑥

⑨集荷

福井、米原、茨木、尼崎
各路線ターミナル

⑩幹線輸送

各々の拠点から輸送

↓
輸送網の錯綜

B工場

１８



総合効率化計画概略図 （新体制）

B工場

D工場

E工場

は、工場と物流センター間輸送

は、集荷

は、路線ﾀｰﾐﾅﾙ間の幹線輸送

三菱倉庫
桜島２号配送ｾﾝﾀｰ
（大阪市此花区）

医薬品共同配送システム

・医薬品配送ネットワークにより高品質の配送を提供。
・医薬品専用車での配送を実施。
・医薬品共同配送システムを利用した、共同配送も併せて実施。

Ａ工場

C工場①
②

③

④

⑤

⑥集荷

米原、茨木、尼崎
各路線ターミナル

西日本地区
各県ターミナル
（北陸、愛知以西、
九州、沖縄）

⑦幹線輸送

拠点の集約
（総合効率化事業の実施）

↓
輸送の効率化
環境負荷低減
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アートバンライン（株）の総合効率化計画

２０

現行
各方面

回送 ①

②
　③ ②

②
　　②

　③ ①

　③

Ａ社豊中倉庫

（大阪府豊中

市）

Ａ社㈱大東倉庫

（大阪府大東市）

Ｃ社（大阪府堺）

ｱｰﾄﾊﾞﾝﾗｲﾝ㈱栗東車庫

（滋賀県栗東市）

○南大阪方面引越顧客

○全国拠点

○北大阪方面引越顧客

○全国拠点

引き取り回送

持ち帰り

横持ち 横持ち

持ち帰り

引取り回送

持ち帰り

Ｂ社茨木配送セ

ンター（大阪府茨

木市）

引き取り回送

引越顧客集配

引越顧客集配

全国各方面に配送

　Ｂ社各拠点

Ｂ社各拠点



２１

計画

　　②

③
　　②

　　①

　　①

㈱Ｂ社茨木配送

センター（大阪

府茨木市）

Ｃ社工場（大阪府

堺）

引取り回送

持ち帰り

　新倉庫
（特定流通業務施設）

○大阪方面各拠点

○引越各拠点

㈱Ｂ社各拠点

引取り回送

持帰り

各方面



①

[参考資料] 
①Ａ社
現行
■入庫業務
１．大阪港→Ａ社倉庫（岸和田市）
２．Ａ社倉庫（岸和田）→各６拠点（岸和田市内）
■出庫業務
３．各６拠点（岸和田市内）→Ａ社倉庫（岸和田）
■配送業務
４．Ａ社倉庫→群馬県太田市
５．Ａ社倉庫→広島県広島市
６．Ａ社倉庫→東京都
７．Ａ社倉庫→関西地区
８．Ａ社倉庫→その他

現 行 計 画

大阪港

関西地区

群馬県太田市

広島県広島市
東京都

その他

北大阪事務所

大阪港

関西地区

群馬県太田市広島県広島市

東京都

Ａ社

その他

①

②③
各６拠点

④

⑤
⑥

⑦

⑧

①

⑥

⑤

④
③

②

計画
■入庫業務
１．大阪港→北大阪事務所（摂津市）
■配送業務
２．北大阪事務所→群馬県太田市
３．北大阪事務所→広島県広島市
４．北大阪事務所→東京都
５．北大阪事務所→関西地区
６．北大阪事務所→その他

②

③

Ｂ社

宇治田原

土佐堀事務所

②
③④

土佐堀事務所

Ｂ社

①

②Ｂ社
現行
■入庫業務
１．Ｂ社近畿管理センター（吹田市）
→土佐堀事務所（大阪市）

■倉移
２．土佐堀事務所→宇治田原
■閲覧横持
３．宇治田原→土佐堀事務所
■廃棄処理横持
４．宇治田原→土佐堀事務所

計画
■入庫業務
１．Ｂ社近畿管理センター（吹田市）
→土佐堀事務所（大阪市）

■倉移
２．土佐堀事務所→北大阪事務所
■閲覧横持
３．北大阪事務所→土佐堀事務所
■廃棄処理横持
※北大阪事務所にて処理

三井倉庫（株）・（株）サン・トランスポートの総合効率化計画
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         総合効率化計画概略図 

 
現行 

  
計画  

  

 

   

    
  

    

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

 

 

 

 

 

 

特定流通業務施設滋賀鶴見運送 

東近江 

名古屋センター

鹿児島・福岡 

南港ルート 

大阪センター 

彦根 

東近江 

八日市 

草津栗東 

大津 

鹿児島・福岡 

名古屋センター 

高島滋賀郡 

東京 

大津

野洲湖南 

彦根

東京 

高島滋賀郡

八日市 

大阪センター

（有）滋賀鶴見運送の総合効率化計画

２３



 
 

4 

１日当り 輸送（横持ち） 

車両の大幅削減（約 20 台／日） 

それにより 

→現状利用倉庫の停止 

→メーカー複数卸から一箇所卸に集約 

センコー（株）の総合効率化計画のイメージ図 

２４

分
散
在
庫
を
新
設
倉
庫
に
集
約



滋賀センター

29+2 店舗

11　店舗

9+6 店舗

4   店舗

1  店舗

2  店舗

1+1 店舗

5  店舗

広島センター

佐賀センター

　

 

                  別紙
          総合効率化計画概略図 （現行）

６９７ｋｍ

４１５ｋｍ

現行①

現行②

　①滋賀センター→広島センター　２,５６８ｔ×４１５ｋｍ×１６１×１０－６＝１７１．５８-ＣＯ２

　②滋賀センター→佐賀センター　３,５２８ｔ×６９７ｋｍ×１６１×１０－６＝３９５．９０-ＣＯ２

　③滋賀センター→広島店直　　　１０４ｔ×４０３ｋｍ×１６１×１０－６＝０６．７５-ＣＯ２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 ＣＯ２排出量計：５６７．４８-ＣＯ２

現　行

（株）九州丸和ロジスティクス・（株）キョーワ 総合効率化計画

２５



滋賀センター

29+2 店舗

7　店舗

9+6 店舗

4   店舗

1  店舗

2  店舗

1+1 店舗

5  店舗

広島センター

福岡センター

　

 

                  別紙
          総合効率化計画概略図 （計画）

２６６ｋｍ計画①

　①福岡センター→広島センター　２,３２８ｔ×２６６ｋｍ×１６１×１０－６＝９９．７０-
ＣＯ２
　

　③福岡センター→広島店直　　　１０４ｔ×３０４ｋｍ×１６１×１０－６＝５．０９-ＣＯ

２

排出量計

計　画

ＣＯ２削減効果　削減量：467.78ｔ-ＣＯ２　削減率：467.78ｔ-ＣＯ２/567.48ｔ-ＣＯ２≒82.4％

※ 福岡センターの開設により、広島センターへの横持ち配送は、滋賀センターから福岡
    センター に変更し、滋賀センターの配送エリアは岡山・鳥取以東から福井・ 滋賀・
    三重以西に変更

4   店舗

２６


